
 

コロナや情報化社会により、
ご近所同⼠の関わり合いや
地域の⼈たちのコミュニケ
ーションが薄れつつある。 
隣⼈にどのような⼈が住ん
でいるのか、どのような地域
社会があるのかも知らない。
学校や会社などに所属しな
ければ挨拶すら交わすこと
のない⼈も多いのではない
か。。。 



 

以下の⽬的により考えた。 
・地域のコミュニティを作る
こと 
・社会のコニュニケーション
の変化に合わせ SNS などの気
軽な⼿段を使って 
地域のコミュニケーションを
増やすこと 
・⼦どものアドボカシーを⾼
めるための環境づくり 



 

・不要なもののリサイクル 
・情報交換 
・頼れるコミュニティー 
 
例えば、使わなくなったものを
必要としている近所の⽅にゆ
ずったり。 
趣味を近くで共有したり 
友だちができたり 
共感しあえる、相談できる場所
や仲間ができたり。 
⽣活の場所の距離が近いから
こそ、地域の⼈付き合いが深い
ほど⼈々が頼ったり、信頼関係
を結んだり、⽀え合うことがで
きるのでは。 



 

例えば、 
買っていた猫が逃げた 
など⽬撃情報を求めたり 
細かな情報も地域だから
知ることができる。 
・近くでどのようなお店
や施設があるのか知るこ
とができる。 
・⼦どもや⽣活の安全が
守れる。 



 

否定的・ネガティブな注意書
きの看板やポスターで溢れ
る街よりも、社会が優しいと
思えるような認証マークが
増えたらいいなと考えた。 
アプリになることで、サービ
スも受け取りやすい。 



 


